
古
語
指
導
の
一
方
法

稲
村
榮
　
一

　
　
　
は
じ
め
に

　
高
校
生
は
「
古
文
は
英
語
よ
り
も
難
し
い
」
な
ど
と
訴
え
る
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
「
助
動
詞
『
む
』
に
は
推
量
・
意
志
・
希
望
．

勧
誘
・
命
令
・
当
然
・
可
能
・
仮
定
・
婉
曲
の
用
法
が
あ
る
」
な

ど
と
聞
く
と
、
古
文
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
前
に
敬
遠
し
て

し
ま
う
の
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
古
文
入
門
期
の
障
害
を

何
と
か
し
た
い
と
考
え
、
実
行
し
た
の
が
以
下
の
方
法
で
あ
る
。

　
基
本
は
、
古
語
の
語
義
・
用
法
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に

ま
ず
関
係
の
あ
る
語
は
ま
と
め
て
、
そ
の
差
異
や
特
色
を
印
象

づ
け
る
こ
と
。
そ
し
て
文
法
も
「
暗
記
物
」
で
な
く
、
合
理
的
に

理
解
し
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
語

義
は
特
殊
な
用
例
ま
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
く
て
も
、
中
古
文
の

用
例
を
中
心
に
、
基
本
と
な
る
本
義
を
簡
潔
に
押
さ
え
る
こ
と

で
、
文
脈
に
応
じ
た
解
釈
力
を
目
指
す
や
り
方
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
中
か
ら
多
少
な
り
と
も
独
自
な
考
え
に
基
づ
く
扱

い
方
を
し
た
七
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
入
門
期
の
生
徒
を

対
象
と
し
た
教
育
現
場
か
ら
の
発
想
で
あ
る
。

一
、
対
義
的
な
推
量
助
動
詞
の
例
（
な
り
、
め
り
）

「
な
り
」
と
「
め
り
」
は
意
味
が
対
照
的
な
、
ペ
ア
の
推
量

助
動
詞
と
見
る
。

「
な
り
」
は
物
音
を
聞
い
て
の
推
量
を
表
す
。
（
聴
覚
推
量
）

「
め
り
」
は
何
か
を
見
て
の
推
量
を
表
す
。
　
（
視
覚
推
量
）

　
☆
共
に
、
終
止
形
（
ラ
変
は
連
体
形
）
に
接
続
す
る
。

　
☆
共
に
ラ
変
型
に
活
用
す
る
。

1
　
語
源
「
音
（
ネ
）
あ
り
」
が
「
な
り
」
と
な
り
、
語
源
「
見

え
あ
り
」
が
「
め
り
」
と
な
っ
た
だ
ろ
う
と
す
る
説
に
従
っ
て
、

端
的
に
「
な
り
」
は
聴
覚
に
よ
る
推
量
、
「
め
り
」
は
視
覚
に
よ

る
推
量
と
見
な
し
て
解
釈
す
れ
ば
よ
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
人
来
（
ク
）
制
」
は
、
人
の
話
し
声
と
か
足
音
を

聞
い
て
「
人
ノ
来
ル
物
音
が
聞
コ
エ
ル
ヨ
ウ
ダ
」
と
か
「
誰
力
来

ル
ヨ
ウ
ダ
」
と
、
物
音
で
推
量
し
て
い
る
意
味
で
あ
る
。

　
「
人
来
（
ク
）
制
」
は
、
人
の
来
る
の
を
見
な
が
ら
「
人
が

来
ル
ヨ
ウ
ニ
見
エ
ル
」
と
か
「
見
タ
ト
コ
ロ
誰
力
来
ル
ヨ
ウ
ダ
」

と
か
、
見
て
推
量
し
て
い
る
と
見
る
。
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普
通
、
こ
の
「
な
り
」
は
「
伝
聞
・
推
定
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
「
伝
聞
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
推
定
」
と
さ
れ
る
場
合
も
聴
覚
に

基
づ
い
て
い
る
。
「
め
り
」
の
方
も
「
様
態
の
推
量
」
や
「
婉
曲

な
断
定
」
を
表
す
な
ど
と
、
様
々
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
視
覚
が

関
わ
っ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
記
を
本
義
と

し
て
認
識
し
て
お
く
方
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
る
。

2
　
「
な
り
」
（
聞
い
て
の
推
量
）
の
説
明
例

　
①
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て

　
　
す
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
佐
日
記
）

　
（
男
モ
書
ク
ト
聞
イ
テ
イ
ノ
日
記
ト
イ
ウ
モ
ノ
ヲ
、
女
デ
ア
ル

私
モ
試
ミ
ヨ
ウ
ト
思
ッ
テ
書
ク
ノ
デ
ア
ル
）

　
こ
の
「
な
り
」
は
終
止
形
に
付
く
が
、
別
に
、
連
体
形
に
付
く

「
な
り
（
断
定
助
動
詞
）
」
も
あ
る
。
右
文
末
の
「
す
る
制
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
し
、
終
止
・
連
体
同
形
の
語
（
例
、

四
段
活
用
）
に
「
な
り
」
が
付
く
と
、
推
量
か
断
定
か
の
判
別
が

で
き
な
い
。
そ
の
場
合
は
右
の
本
義
に
従
い
「
物
音
」
の
有
無
で

判
断
し
て
よ
い
と
見
る
。
例
え
ば
次
の
②
・
④
は
「
推
量
」
で
、

終
止
形
接
続
と
見
な
し
、
③
は
「
断
定
」
で
、
連
体
形
接
続
と
見

な
す
の
で
あ
る
。

　
②
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
　
う
づ
ら
鳴
く
な
り

　
　
深
草
の
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
俊
成
（
千
載
集
）

　
（
：
ウ
ズ
ラ
が
膿
イ
テ
イ
ノ
ノ
モ
．
聞
剣
）

　
③
み
吉
野
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
　
ふ
る
さ
と
寒
く

　
　
な
り
ま
さ
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
坂
上
是
則
（
古
今
集
）

　
（
：
古
里
ハ
イ
ッ
ソ
ウ
寒
サ
ガ
増
ス
コ
ト
ヨ
）

　
④
み
吉
野
の
山
の
秋
風
小
夜
ふ
け
て
　
ふ
る
さ
と
寒
く

　
　
衣
打
つ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
雅
経
（
新
古
今
集
）

　
（
：
古
里
ハ
薪
割
モ
寒
々
ト
聞
コ
エ
ノ
ヨ
ウ
ダ
）

次
の
例
は
、
明
ら
か
に
終
止
形
接
続
だ
か
ら
推
量
で
あ
る
。
近
所

の
出
来
事
を
、
物
音
を
聞
い
て
推
量
し
て
い
る
の
だ
と
見
る
。

　
⑤
（
男
は
女
を
）
呼
び
わ
づ
ら
ひ
て
、
笛
を
い
と
を
か
し
く

　
　
吹
き
澄
ま
し
て
過
ぎ
ぬ
な
り
。
　
　
　
　
　
（
更
級
日
記
）

　
（
呼
ン
デ
モ
女
ノ
返
事
ガ
ナ
イ
ノ
デ
、
男
ハ
笛
ヲ
上
手
二
吹
キ

澄
マ
シ
ナ
ガ
ラ
過
ギ
去
ッ
タ
ヨ
ウ
ニ
聞
コ
エ
ノ
）

3
　
「
め
り
」
（
見
て
の
推
量
）
の
説
明
例

　
①
子
に
な
り
給
ふ
べ
き
人
な
ン
め
り
。
　
　
　
（
竹
取
物
語
）

　
（
私
ノ
子
ニ
オ
成
リ
ナ
サ
ル
ベ
キ
方
デ
ア
ル
剣
）

　
　
・
（
：
デ
ア
ル
5
）

　
②
竜
田
川
紅
葉
乱
れ
て
流
る
め
り
　
渡
ら
ば
錦

　
　
な
か
や
絶
え
な
む
　
　
　
　
よ
み
人
知
ら
ず
（
古
今
集
）

　
（
竜
田
川
ハ
紅
葉
が
乱
レ
散
ッ
テ
、
川
ガ
サ
ナ
ガ
ラ
錦
ノ
織
物

ヨ
。
ソ
コ
ヲ
歩
イ
テ
渡
ッ
タ
ナ
ラ
：
）

　
③
も
の
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
と
、
人
ご
と
に

　
　
言
ふ
剃
ど
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

　
（
物
ノ
趣
ハ
秋
が
最
モ
勝
ッ
テ
イ
ル
ト
誰
シ
モ
言
ウ
ヨ
ウ
ニ

　
　
則
訓
ガ
：
）

4
　
推
量
助
動
詞
は
終
止
形
接
続
が
原
則
で
あ
る
。

　
「
雨
が
降
る
。
」
と
一
度
言
い
切
っ
た
語
句
に
、
推
量
語
「
だ
ろ

う
」
を
添
え
る
と
推
量
文
が
で
き
る
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

「
推
量
の
助
動
詞
は
終
止
形
接
続
が
原
則
で
あ
る
」
と
見
て
お
く
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と
よ
い
。
終
止
形
以
外
に
付
く
推
量
助
動
詞
（
む
・
じ
・
ま
し
・

け
む
）
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
別
の
事
情
が
あ
る
。

　
終
止
形
接
続
の
語
に
は
す
べ
て
「
た
だ
し
ラ
変
に
は
連
体
形

に
付
く
」
と
但
し
書
き
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ラ
変
以

外
の
動
詞
の
終
止
形
語
尾
は
す
べ
て
ウ
段
音
で
終
わ
る
か
ら
、

そ
れ
に
接
続
し
な
れ
た
語
は
、
ラ
変
に
付
く
時
も
、
ウ
段
音
を
求

め
て
連
体
形
に
付
く
の
だ
と
み
な
せ
ば
よ
い
。

5
　
「
な
り
」
が
重
な
っ
て
「
な
る
な
り
」
と
あ
っ
た
場
合
は
、

上
の
「
な
り
」
が
断
定
、
下
の
「
な
り
」
が
推
量
と
見
て
よ
い
。

根
拠
は
「
な
る
め
り
」
と
同
じ
構
成
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
共
に
音
便
化
し
て
「
な
ン
な
り
・
な
ン
め
り
」
と

な
る
の
が
普
通
で
、
表
記
は
「
な
な
り
・
な
め
り
」
と
な
っ
て
い

て
も
、
読
む
時
は
「
ン
」
を
補
っ
て
読
ん
で
い
る
。

　
同
じ
現
象
は
「
な
り
」
・
「
め
り
」
の
上
に
「
あ
り
」
が
来
た
時

も
「
あ
ン
な
り
」
・
「
あ
ン
め
り
」
と
言
う
形
で
起
こ
る
が
、
こ
れ

も
「
な
り
・
め
り
」
の
共
通
性
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
類
義
的
な
推
量
助
動
詞
の
例
（
む
、
べ
し
）

　
「
む
」
・
「
べ
し
」
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
表
す
と
見
な
せ
る

の
で
類
義
的
な
推
量
助
動
詞
と
見
る
。

　
他
の
推
量
助
動
詞
が
狭
い
意
味
を
守
備
範
囲
と
し
て
い

る
の
に
比
べ
て
、
「
む
」
・
「
べ
し
」
だ
け
は
多
く
の
意
味
を

守
備
範
囲
と
す
る
た
め
複
雑
多
様
な
印
象
が
あ
る
。
そ
こ

で
意
味
構
造
を
簡
明
に
概
念
図
化
し
た
試
み
が
次
で
あ
る
。

　
そ
の
多
様
な
意
味
を
、
「
誰
の
動
作
に
付
く
か
」
を
基
準

と
し
て
次
の
三
系
列
に
整
理
す
る
。
解
釈
の
際
に
は
そ
の

系
列
内
で
適
訳
を
探
す
。
実
際
に
は
微
妙
な
用
例
も
多
く
、

明
快
な
判
断
の
困
難
な
場
合
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
意
味

構
造
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
れ
ば
解
釈
の
手
掛
か
り
を
得

や
す
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

①
第
一
系
列
：
自
分
の
意
思
的
動
作
に
付
い
て
い
る
場
合

　
　
　
は
剰
ま
た
は
．
圃
望
の
意
味
を
表
す
。

　
　
　
た
だ
し
自
分
の
動
作
で
も
、
自
分
の
意
思
の
及
ば

　
　
　
な
い
客
体
化
さ
れ
た
自
分
で
あ
れ
ば
第
三
系
列
と

　
　
　
な
る
（
注
1
の
例
参
照
）
。

　
◎
「
調
行
か
d
」

　
　
　
私
ハ
行
コ
ゥ
（
意
志
）
・
私
ハ
行
キ
タ
イ
（
願
望
）

　
◎
「
捌
行
く
“
」

　
　
　
私
ハ
行
コ
ゥ
（
意
志
）
・
私
ハ
行
キ
タ
イ
（
願
望
）

②
第
二
系
列
：
相
手
の
動
作
に
付
い
て
い
る
場
合
は
、
勧

　
　
　
調
・
週
刊
・
判
然
・
剰
な
ど
の
意
味
を
表
す
。

　
　
　
こ
れ
は
相
手
へ
の
押
し
付
け
が
ま
し
さ
の
強
弱
に

　
　
　
よ
る
違
い
で
、
弱
か
ら
強
へ
と
並
べ
た
が
、
決
定

　
　
　
的
な
差
異
は
乏
し
い
（
注
2
の
例
参
照
）
。

　
◎
「
剰
行
か
d
」

　
　
　
君
ハ
行
カ
ナ
イ
カ
（
勧
誘
）
・
君
ハ
行
ク
ガ
ヨ
イ

　
　
　
（
適
当
）
・
君
ハ
行
ク
ベ
キ
ダ
（
当
然
）

　
◎
「
刮
行
く
“
」

　
　
　
君
ハ
行
ク
ガ
ヨ
イ
（
適
当
）
・
君
ハ
行
ク
ベ
キ
ダ

　
　
　
（
当
然
）
・
君
ハ
行
ケ
（
命
令
）

一171一



③
第
三
系
列
：
第
三
者
（
事
物
を
含
む
）
の
動
作
に
付
い

　
　
　
て
い
る
場
合
は
掴
劉
か
所
｝
胴
個
劉
の
意
味
を
表
す
。

　
　
　
た
だ
し
「
事
物
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
擬
人
化

　
　
　
し
て
呼
び
か
け
れ
ば
第
二
系
列
と
な
る
。

　
◎
「
御
行
か
d
」

　
　
　
彼
ハ
行
ク
ダ
ロ
ウ
（
推
量
）
・
彼
ハ
行
ケ
ル
ダ
ロ
ウ

　
　
　
（
可
能
推
量
）

　
◎
「
側
行
く
“
」

　
　
　
彼
ハ
行
ク
ダ
ロ
ウ
（
推
量
）
・
彼
ハ
行
ケ
ル
ダ
ロ
ウ

　
　
　
（
可
能
推
量
）

　
　
☆
「
む
」
は
未
然
形
に
接
続
し
、
「
べ
し
」
は
終
止
形

　
　
　
（
ラ
変
に
は
連
体
形
）
に
接
続
す
る
。

　
　
☆
「
む
」
は
四
段
活
用
型
に
活
用
し
、
「
べ
し
」
は
形

　
　
　
容
詞
型
に
活
用
す
る
。

注
1
：
旧
り
た
る
君
に
此
処
に
あ
は
d
と
は
　
　
　
（
万
葉
集
）

　
　
（
老
イ
タ
ア
ナ
タ
ニ
、
コ
ン
ナ
所
デ
会
ウ
列
訓
ト
ハ
）

　
暗
き
ょ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
罰
　
は
る
か
に
照
ら
せ

　
山
の
端
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
式
部
（
拾
遺
集
）

　
（
私
ハ
暗
イ
コ
ノ
世
カ
ラ
、
更
二
暗
イ
冥
途
二
人
ル
コ
ト
ニ

　
キ
ッ
ト
ナ
ル
倒
。
ソ
ノ
時
ハ
：
）

注
2
：
「
剣
太
刀
い
よ
よ
研
ぐ
“
」
（
万
葉
集
）
で
言
え
ば
、

「
イ
ッ
ソ
ウ
研
グ
ガ
ヨ
イ
（
適
当
）
」
、
「
イ
ッ
ソ
ウ
研
グ

　
ベ
キ
ダ
（
当
然
）
」
、
「
イ
ッ
ソ
ウ
研
ゲ
（
命
令
）
」
と
、

　
系
列
内
で
徐
々
に
訳
を
強
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

1
　
い
わ
ゆ
る
「
婉
曲
用
法
」
に
つ
い
て

　
右
の
三
系
列
の
意
味
と
並
べ
て
「
婉
曲
・
義
務
・
仮
定
・
予
定

・
条
件
」
（
ま
と
め
て
以
下
「
婉
曲
」
と
呼
ぶ
）
な
ど
を
列
挙
す

る
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
す
べ
て
連
体
形
に
の

み
見
ら
れ
る
用
法
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。　

「
心
あ
ら
d
人
に
見
せ
ば
や
：
」
の
「
む
」
は
「
推
量
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
「
心
ア
ル
召
人
二
見
セ
タ
イ
」
と
訳
す
な
ら

ば
非
現
代
語
的
に
聞
こ
え
る
。
下
に
名
詞
が
来
る
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
心
ア
ル
引
刀
（
婉
曲
）
人
二
見
セ
タ
イ
」
と
訳
す
。

ま
た
「
舟
に
乗
る
罰
所
へ
わ
た
る
」
の
「
べ
き
」
は
「
意
志
」

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
「
舟
二
乗
ロ
劃
所
へ
行
ク
」
と
訳

す
の
は
回
り
く
ど
い
言
い
方
と
言
え
よ
う
か
。
そ
こ
で
「
舟
二
乗

ル
剣
（
予
定
）
所
へ
行
ク
」
な
ど
と
訳
し
た
り
す
る
。

　
す
な
わ
ち
連
体
形
を
名
詞
に
続
け
る
形
で
訳
す
の
は
、
現
代

語
で
は
滑
ら
か
に
い
か
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
意
を
汲
ん

で
「
：
ヨ
ウ
ナ
（
婉
曲
）
・
：
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
（
義
務
）
・

：
ト
シ
タ
ラ
（
仮
定
）
・
：
ス
ル
ハ
ズ
ノ
（
予
定
）
・
：
ナ
ラ
バ
（
条

件
）
」
な
ど
と
訳
す
こ
と
を
一
括
し
て
「
婉
曲
」
と
見
る
。

　
こ
う
考
え
る
と
「
心
あ
ら
制
人
」
の
「
む
」
は
、
「
推
量
か
婉

曲
か
」
と
区
別
す
る
必
要
は
な
く
て
、
「
推
量
用
法
で
あ
る
が
、

連
体
形
だ
か
ら
婉
曲
に
訳
す
」
と
考
え
る
の
が
合
理
的
と
思
う
。

そ
の
こ
と
は
次
の
例
を
見
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
明
け
ば
ま
た
越
ゆ
剣
山
の
峰
な
れ
や
　
空
行
く
月
の

　
　
末
の
白
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
家
隆
（
新
古
今
集
）
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「
越
ゆ
」
は
自
分
の
動
作
だ
か
ら
「
べ
き
」
は
「
意
志
」
が
基
本

と
見
て
「
越
エ
ヨ
ウ
ト
思
ウ
山
」
で
あ
ろ
う
が
、
連
体
形
だ
か
ら

「
越
エ
ル
ハ
ズ
ノ
（
予
定
）
山
」
と
か
、
「
越
エ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ

（
義
務
）
山
」
と
も
訳
せ
よ
う
。
し
か
し
「
当
然
」
と
解
す
る
の

は
第
二
系
列
の
「
相
手
」
の
動
作
を
言
う
よ
う
で
よ
く
な
い
。

　
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
「
婉
曲
」
問
題
が
起
こ
る
の
は
、
現
代
語

が
「
：
で
あ
ろ
う
人
は
」
の
よ
う
な
、
推
量
に
体
言
を
続
け
る
表

現
を
一
般
に
用
い
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
う
。
端
的
に
言

え
ば
「
む
・
べ
し
」
の
連
体
形
に
相
当
す
る
現
代
語
が
乏
し
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
あ
え
て
訳
そ
う
と
す
る
時
に
「
婉
曲
」
が

必
要
と
な
る
の
だ
か
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て
よ
い
と
思
う
。

　
「
婉
曲
」
の
訳
は
、
「
む
」
を
含
む
「
ら
む
（
現
在
推
量
）
」
や

「
け
む
（
過
去
推
量
）
」
の
連
体
形
で
も
同
様
に
起
こ
る
。

2
　
「
む
」
と
「
べ
し
」
の
類
義
性
と
対
照
性

　
「
む
」
・
「
べ
し
」
は
極
め
て
よ
く
似
た
意
味
を
持
つ
が
、
そ
れ

を
関
連
づ
け
た
説
明
は
一
般
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
多

く
の
文
法
教
科
書
で
は
、
「
む
」
の
意
味
に
推
量
・
意
志
・
勧
誘
・

適
当
・
当
然
・
仮
定
・
婉
曲
等
を
挙
げ
、
「
べ
し
」
に
は
推
量
．

当
然
・
可
能
・
意
志
・
命
令
・
適
当
・
勧
誘
・
義
務
な
ど
よ
く
似

た
意
味
を
掲
げ
て
い
る
が
、
両
者
を
関
係
づ
け
る
説
明
は
見
ら

れ
な
い
。
し
か
し
学
習
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
類
義
的
な
両
語

が
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
は
気
に
な
る
所
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
両
語
の
関
係
の
深
さ
を
考
え
て
見
る
と
、

①
前
に
示
し
た
よ
う
に
、
意
味
構
造
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
見
な
せ

　
る
共
通
性
が
あ
り
、
類
義
語
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
「
む
」
は
「
じ
」
、
「
べ
し
」
は
「
ま
じ
」
と
い
う
否
定
語
を

　
ペ
ア
と
し
て
備
え
て
い
る
。
他
の
語
に
な
い
特
長
で
あ
る
。

③
「
完
了
」
の
「
つ
・
ぬ
」
は
「
む
・
べ
し
」
に
接
し
た
時
に
は

　
「
て
む
・
な
む
・
つ
べ
し
・
ぬ
べ
し
」
と
な
っ
て
、
完
了
で
は

　
な
く
「
強
意
」
に
変
化
す
る
。
こ
れ
は
他
の
推
量
助
動
詞
に
は

　
な
い
、
「
む
・
べ
し
」
だ
け
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
「
強
意
」

　
と
は
、
完
了
し
て
も
い
な
い
の
に
、
あ
た
か
も
完
了
し
た
か
の

　
よ
う
に
確
実
だ
と
推
量
す
る
も
の
で
、
「
キ
ッ
ト
：
ダ
ロ
ウ
」

　
「
：
二
違
イ
ナ
カ
ロ
ウ
」
「
今
ニ
モ
：
シ
ソ
ウ
ダ
」
な
ど
と
訳

　
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
も
両
語
の
類
似
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
う
し
た
点
か
ら
「
む
」
・
「
べ
し
」
に
は
強
い
相
関
が
あ
り
、
並

べ
て
整
理
す
る
の
が
好
都
合
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　
一
方
、
両
語
に
は
対
照
性
も
あ
る
。

　
極
め
て
よ
く
似
た
意
味
で
は
あ
る
が
、
そ
の
多
様
な
意
味
を

総
合
的
に
見
る
と
「
『
む
』
は
柔
ら
か
い
推
量
、
『
べ
し
』
は
強
い

推
量
」
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
「
む
」
が
和
文
的
・
女
性
的
．
上

品
な
ど
の
響
き
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
べ
し
」
は
漢
文
訓
読
的
．

男
性
的
・
強
制
的
な
響
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
べ
し
」

の
「
意
志
」
は
「
決
意
」
と
も
言
え
そ
う
な
強
い
「
意
志
」
で
あ

り
、
第
二
系
列
も
相
手
へ
の
強
制
感
が
強
い
。
第
三
系
列
の
「
推

量
」
も
確
信
的
推
量
で
あ
ろ
う
。
こ
の
対
照
性
が
、
類
義
的
な
両

語
が
存
在
し
続
け
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

3
　
「
む
」
・
「
べ
し
」
の
説
明
例

　
①
昔
、
男
、
：
東
の
方
に
住
む
罰
所
求
め
d
と
て
行
き

　
　
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
物
語
）
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（
：
住
メ
引
刀
所
ヲ
求
メ
訓
ト
思
ッ
テ
出
カ
ケ
タ

　
ソ
ウ
ダ
）
　
　
　
　
　
　
〈
可
能
の
連
体
形
・
意
志
〉

②
鳴
り
高
し
。
鳴
り
止
ま
制
。
は
な
は
だ
ひ
ざ
う
（
非
常
）

　
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
　
乙
女
）

（
騒
々
シ
イ
。
静
カ
ニ
ス
ノ
カ
ヨ
イ
。
タ
イ
ソ
ウ
ケ
シ
カ

　
ラ
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
適
当
か
当
然
〉

③
定
め
て
習
ひ
あ
る
こ
と
に
侍
ら
d
。
ち
と
承
ら
ば
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
定
メ
シ
、
イ
ワ
レ
ノ
ア
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
司
。

　
チ
ョ
ッ
ト
承
り
タ
イ
モ
ノ
デ
ス
）
　
　
　
　
　
〈
推
量
〉

④
年
五
十
に
な
る
ま
で
上
手
に
至
ら
ざ
ら
d
芸
を
ば

　
捨
つ
割
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
五
十
歳
ニ
ナ
ル
マ
デ
稽
古
シ
テ
モ
名
手
ニ
ナ
レ
ナ
イ
ヨ
ウ

　
州
芸
ハ
捨
テ
ル
ノ
が
引
モ
ノ
ダ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
推
量
の
連
体
形
・
適
当
の
連
体
形
〉

三
、
過
去
助
動
詞
（
き
・
け
り
）
の
「
意
味
」
の
違
い

「
き
」
と
「
け
り
」
は
「
過
去
助
動
詞
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
の
表
す
意
味
は
大
き
く
異
な
る
。

「
き
」
は
「
確
実
に
あ
っ
た
と
思
う
過
去
」
を
表
し
、
そ
の

例
の
多
く
は
、
語
り
手
の
直
接
経
験
し
た
過
去
を
言
う
。

「
け
り
」
は
、
見
た
り
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
な
ど
し
て
、

「
今
わ
か
っ
た
こ
と
」
を
表
す
。

　
☆
「
き
・
け
り
」
は
用
言
か
ら
出
来
た
語
か
と
思
わ
れ

　
　
る
の
で
、
「
連
用
形
に
付
く
の
が
原
則
で
あ
る
」
と

　
見
て
お
く
と
よ
い
。
た
だ
し
「
き
」
に
は
一
部
変
則

　
的
接
続
も
あ
る
。

☆
「
き
」
は
、
カ
・
サ
行
に
わ
た
る
特
殊
活
用
を
し
、

　
「
け
り
」
は
う
変
型
活
用
を
す
る
。

1
　
「
き
」
の
意
味

　
「
き
」
は
「
確
実
に
あ
っ
た
と
思
う
過
去
」
を
表
す
助
動
詞
。

『
古
事
記
』
が
神
話
・
伝
説
さ
え
も
「
き
」
を
用
い
て
語
る
の
は

「
疑
い
の
な
い
事
実
」
を
語
る
歴
史
書
の
意
識
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
一
般
に
「
直
接
経
験
の
過
去
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ

う
に
、
語
り
手
自
身
の
「
過
去
の
記
憶
」
を
い
う
場
合
が
多
い
。

　
例
：
「
京
よ
り
下
り
し
と
き
、
み
な
人
子
ど
も
な
か
り
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
佐
日
記
）

　
（
京
カ
ラ
土
佐
二
下
ッ
タ
時
ハ
、
誰
モ
子
ド
モ
ヲ
連
レ
テ
ハ

　
イ
ナ
カ
ッ
タ
）

2
　
「
け
り
」
の
意
味

　
「
け
り
」
は
「
過
去
・
伝
聞
・
回
想
・
詠
嘆
」
な
ど
と
説
明
す

る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
自
分
が
今
見
聞
き
し
て
分
か
っ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
か
ら
聞
い
た
り
、
ま
た
書
物
で
読
ん
だ
り
し

て
「
今
わ
か
っ
た
こ
と
」
を
表
す
と
見
な
す
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
過
去
に
あ
っ
た
事
実
で
あ
ろ
う
と
、
今
さ
っ
き
の
出
来
事
で

あ
ろ
う
と
、
そ
の
事
柄
に
今
気
づ
い
た
と
か
、
今
認
識
し
た
と
か
、

要
す
る
に
「
今
わ
か
っ
た
こ
と
」
を
表
す
と
見
る
の
で
あ
る
。

　
例
：
出
雲
の
国
の
肥
の
河
上
な
る
鳥
髪
の
地
に
降
り
ま
し
き
。

　
　
こ
の
折
し
も
箸
そ
の
河
よ
り
流
れ
下
り
き
。
こ
こ
に
須
佐
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之
男
命
、
そ
の
河
上
に
人
有
り
明
明
と
思
ほ
し
て
、
ま
ぎ
の

　
　
ぼ
り
い
で
ま
し
制
ば
：
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
事
記
）

地
の
文
は
「
確
実
な
事
実
」
と
し
て
「
き
」
を
用
い
て
語
る
が
、

箸
が
流
れ
て
来
た
と
い
う
事
実
に
気
づ
い
た
気
持
は
「
け
り
」
を

用
い
て
「
コ
ノ
河
上
二
、
人
が
住
ン
デ
ー
列
！
」
と
言
っ
て

い
る
。
次
も
、

　
例
：
二
十
五
日
の
夜
、
宵
う
ち
過
ぎ
て
の
の
し
る
。
火
の
事

　
　
な
り
笥
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜻
蛉
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

み
ん
な
が
騒
い
で
い
る
が
、
そ
れ
は
「
火
事
ダ
ッ
タ
ノ
ダ
！
」
と

知
っ
た
場
面
で
あ
る
。
以
下
、
原
義
的
に
見
て
同
じ
で
あ
る
。

　
例
：
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
性
法
師
（
古
今
集
）

見
渡
し
て
見
て
初
め
て
、
な
ん
と
都
は
「
春
ノ
錦
ノ
織
物
ノ
ヨ
ウ

ダ
訓
」
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
「
今
わ
か
っ
た
こ
と
」
と
し
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
驚
き
（
詠
嘆
）
を
伴
い
易
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
伝
聞

・
回
想
・
詠
嘆
」
な
ど
に
分
別
す
る
こ
と
は
本
来
困
難
な
こ
と
だ

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
「
昔
、
男
あ
り
別
」
に
し
て
も
、
誰
か
か
ら
今
「
伝

聞
」
し
て
「
昔
、
ア
ル
男
ガ
イ
倒
」
と
語
っ
た
と
見
る
の

が
本
義
で
あ
ろ
う
が
、
「
過
去
・
回
想
・
伝
聞
」
ま
た
「
軽
い
詠

嘆
」
な
ど
多
く
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
　
「
き
・
け
り
」
の
説
明
例

　
①
年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
　
命
な
り
け
り

　
　
小
夜
の
中
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
行
（
新
古
今
集
）

西
行
が
、
年
高
く
な
っ
て
再
び
小
夜
の
中
山
（
東
海
道
の
、
曲
折

や
深
谷
の
あ
る
長
い
峠
）
を
越
え
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
歌
で

あ
る
。
「
思
ひ
剖
や
」
は
、
昔
こ
こ
を
越
え
た
時
、
再
び
越
え
る

こ
と
が
あ
ろ
う
な
ど
と
「
思
イ
モ
カ
ケ
ナ
カ
ッ
列
」
と
「
直
接
経

験
の
過
去
」
を
回
想
し
た
言
い
方
。
「
命
な
り
け
り
」
は
「
ナ
ン

ト
長
生
キ
シ
タ
モ
ノ
ダ
刻
」
と
、
今
、
回
想
し
て
詠
嘆
し
て
い

る
言
い
方
で
あ
る
。
そ
の
点
は
次
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　
②
宿
り
し
て
春
の
山
辺
に
寝
た
る
夜
は
　
夢
の
う
ち
に
も

　
　
花
ぞ
散
り
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
　
貫
之
（
古
今
集
）

夢
か
ら
覚
め
た
時
、
あ
っ
と
気
づ
い
て
詠
ん
だ
歌
と
見
て
よ
い
。

「
：
何
ト
夢
ノ
中
デ
サ
エ
モ
花
が
散
ッ
テ
イ
馴
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
回
想
」
と
も
「
詠
嘆
」
と
も
言
え
る
も
の
で
、

一
方
だ
け
に
は
限
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
接
続
理
解
の
便
法
の
例
（
る
・
ら
る
、
す
．
さ
す
）
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「
る
・
ら
る
」
・
「
す
・
さ
す
」
の
接
続
は
一
般
に
、

「
る
」
と
「
す
」
は
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
の
未
然
形
に
付
き
、

「
ら
る
」
と
「
さ
す
」
は
そ
の
他
の
未
然
形
に
付
く
と
言
う
。

そ
れ
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
と
簡
便
で
あ
ろ
う
。

①
「
る
」
は
ア
段
音
で
終
わ
る
未
然
形
に
接
続
す
る
。

　
ア
段
音
で
な
い
未
然
形
に
は
、
自
前
で
ア
段
音
を
持
つ

　
「
司
る
」
が
接
続
す
る
。

②
「
す
」
も
ア
段
音
で
終
わ
る
未
然
形
に
接
続
す
る
。

　
ア
段
音
で
な
い
未
然
形
に
は
、
自
前
で
ア
段
音
を
持
つ

　
「
劃
す
」
が
接
続
す
る
。



☆
「
す
・
さ
す
」
と
同
類
の
語
に
は
「
し
む
」
も
あ
る

　
が
、
右
と
異
な
り
、
ヨ
未
然
形
に
接
続
す
る

　
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
漢
文
訓
読
文
体
で
は
、
主
に

　
こ
れ
一
語
で
す
ま
す
こ
と
が
多
い
。

☆
「
る
・
ら
る
」
の
意
味
は
、
受
身
・
可
能
・
自
発
・

　
尊
敬
の
四
種
で
あ
る
。

☆
「
す
・
さ
す
・
し
む
」
の
意
味
は
、
使
役
・
尊
敬

　
（
実
は
敬
意
の
強
め
）
の
二
種
で
あ
る
。

☆
「
る
・
ら
る
」
・
「
す
・
さ
す
・
し
む
」
は
す
べ
て

　
下
二
段
型
の
活
用
を
す
る
。

1
　
右
の
接
続
理
解
の
便
宜
性

　
前
記
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
く
と
、
簡
単
で
、
し
か
も
誤
解
を

防
げ
よ
う
。
即
ち
「
る
」
と
「
す
」
は
必
ず
ア
段
音
で
終
わ
る
語

に
し
か
付
か
な
い
し
、
一
方
「
ら
る
」
と
「
さ
す
」
は
ア
段
音
で

終
わ
る
語
に
は
決
し
て
付
か
な
い
と
見
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
次
の
文
の
品
詞
分
解
を
誤
っ
て
、

「
（
帝
が
桐
壷
更
衣
に
）
わ
り
な
く
・
ま
っ
は
・
訓
・
た
ま
ふ
・

あ
ま
り
に
：
」
（
源
氏
物
語
）
と
考
え
る
恐
れ
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
「
さ
せ
」
は
ア
段
音
に
は
付
か
な
い
か
ら
「
ま
っ
は
さ
・

ぜ
・
た
ま
ふ
」
と
改
め
て
、
「
ム
ヤ
ミ
ニ
オ
側
二
、
マ
ツ
ワ
リ
ツ

カ
セ
・
ナ
サ
ル
・
ア
マ
リ
ニ
：
」
の
意
と
判
断
で
き
よ
う
。

　
上
接
語
が
「
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
」
か
否
か
を
検
討
し
て
判
別

す
る
よ
り
も
簡
単
な
弁
別
法
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
　
「
す
・
さ
す
・
し
む
」
の
「
尊
敬
」
と
は
。

　
「
す
・
さ
す
・
し
む
」
に
は
、
「
使
役
」
の
ほ
か
に
「
尊
敬
」
の

意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
尊
敬
」
は
、
「
給
ふ
」
な
ど
の
尊
敬

語
と
共
に
用
い
た
場
合
に
限
っ
た
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
せ
・

倒
」
「
さ
せ
・
倒
」
「
し
め
・
劉
」
な
ど
の
形
で
あ
る
。
た

だ
し
逆
に
、
そ
の
形
が
す
べ
て
尊
敬
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

「
御
馬
を
歩
ま
・
ぜ
・
た
ま
ふ
」
の
「
せ
」
は
「
使
役
」
と
見
な

い
と
意
味
が
不
合
理
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
普
通
は
一
語
の
謙
譲
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
「
参

ら
引
」
「
奉
ら
引
」
「
聞
こ
え
訓
」
な
ど
の
語
尾
も
本
来
同
一
語

で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
す
・
さ
す
・
し
む
」
自
体
に
「
尊
敬
」
の
意

味
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
「
他
の
敬
語
（
尊
敬
・
謙
譲
）
に
付

い
て
、
敬
意
を
強
め
る
働
き
が
あ
る
」
と
見
て
置
く
方
が
納
得
し

や
す
い
。
貴
人
は
人
を
「
使
役
」
し
て
事
を
行
う
も
の
だ
か
ら
、

「
使
役
」
が
「
敬
意
」
を
強
め
る
の
で
あ
ろ
う
。

3
　
「
る
・
ら
る
」
、
「
す
・
さ
す
」
の
説
明
例

　
（
）
内
に
二
つ
の
意
味
を
記
し
た
の
は
文
脈
次
第
で
変
わ
る

と
い
う
用
例
で
、
全
文
を
見
て
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

①
舅
（
シ
ュ
ウ
ト
）
に
褒
め
ら
る
る
婿
。

②
箏
（
ソ
ウ
）
の
琴
か
き
鳴
ら
さ
洲
た
る
。

③
頭
の
弁
の
参
ら
る
る
を
待
ち
侍
る
な
り
。

④
つ
ゆ
ま
ど
ろ
ま
訓
ず
、

　
　
　
　
　
　
明
か
し
か
ね
訓
た
ま
ふ
。

⑤
な
ほ
こ
そ
国
の
方
は
見
や
ら
到
。

⑥
歩
み
疾
（
ト
）

　
　
　
　
　
　
迎
へ
訓
た
ま
ふ
時
に
：

う
す
る
馬
を
も
ち
て
走
ら
ぜ
、 　

　
　
（
受
身
）

（
自
発
か
尊
敬
）

　
　
　
（
尊
敬
）

　
　
　
（
可
能
）

　
　
　
（
尊
敬
）

　
　
　
（
自
発
）

　
　
　
（
使
役
）

（
使
役
か
尊
敬
）
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⑦
御
鏡
を
持
た
ぜ

　
　
　
　
　
　
訓
給
ひ
て
御
覧
ず
れ
ば
：

五
、
「
疑
問
」
（
や
・
か
）
の
意
味
の
扱
い

（
使
役
）

（
尊
敬
）

「
や
」
と
「
か
」
の
意
味
は
「
疑
問
」
が
原
則
で
あ
る
が
、

「
疑
問
」
を
極
度
に
強
め
て
、
い
か
に
も
疑
わ
し
そ
う
に

言
う
と
「
反
語
」
に
な
る
。

　
逆
に
「
疑
問
」
を
極
度
に
弱
め
る
と
「
詠
嘆
」
に
な
る
。

即
ち
三
つ
の
意
味
は
［
反
語
↑
疑
問
↓
詠
嘆
］
が
連
接
状

態
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
場
合

も
あ
る
こ
と
を
考
え
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
型
は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
☆
ほ
ぼ
同
じ
文
型
で
三
つ
の
意
味
が
表
せ
る
の
は
、
現

　
　
代
文
・
漢
文
で
も
同
じ
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

　
☆
「
や
」
と
「
か
」
は
同
義
の
二
語
と
い
っ
て
よ
か
ろ

　
　
う
が
、
そ
の
用
い
場
所
等
に
違
い
が
あ
る
。

　
☆
「
や
」
・
「
か
」
に
は
、
係
結
を
作
る
「
係
助
詞
」
と
、

　
　
文
末
に
用
い
る
「
終
助
詞
」
が
あ
る
が
、
意
味
は
共

　
　
通
し
て
い
る
の
で
、
今
は
区
別
し
な
い
。

　
☆
反
語
と
は
、
「
そ
ん
な
事
が
あ
ろ
う
か
（
い
や
、
あ

　
　
る
は
ず
も
な
い
）
」
の
よ
う
に
、
肯
定
文
を
強
い
否

　
　
定
文
に
変
え
る
文
型
。
ま
た
逆
に
、
否
定
文
を
強
い

　
　
肯
定
文
に
変
え
る
文
型
を
言
う
。

　
☆
「
や
」
・
「
か
」
に
助
詞
「
は
」
が
付
き
「
や
は
」
・

　
　
「
か
は
」
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
「
反
語
」
に
な

る
。
「
人
ば
知
っ
て
い
て
も
、
私
ば
知
ら
な
い
」
の

よ
う
に
、
「
は
」
は
そ
れ
が
付
い
た
語
を
特
に
取
り

出
し
て
強
め
る
働
き
が
あ
る
か
ら
、
「
や
・
か
」
の

「
疑
問
」
を
強
め
る
た
め
で
あ
る
。

1
　
三
義
は
連
接
し
て
い
る
こ
と
。

　
例
え
ば
「
そ
う
で
す
洲
？
（
疑
問
）
」
を
強
め
る
と
、
「
ほ
ん
と

に
そ
う
で
す
洲
？
違
う
で
し
ょ
う
？
（
反
語
）
」
と
な
ろ
う
。
逆

に
弱
め
る
と
「
あ
あ
、
そ
う
で
す
洲
！
（
詠
嘆
）
」
と
な
っ
て
し

ま
う
。
同
形
の
語
句
で
あ
り
な
が
ら
、
疑
問
の
度
合
い
の
強
弱
で

変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
ど
ち
ら
と
も
判
断
し
か
ね

る
場
合
も
あ
る
か
ら
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
漬
物
桶
に
塩
ふ
れ
と
母
は
産
ん
だ
洲
　
　
　
尾
崎
放
哉

放
哉
が
、
寺
男
の
身
分
に
な
っ
た
自
分
の
境
涯
を
詠
ん
だ
句
と

さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
反
語
」
的
に
「
そ
う
で
は
な
か
っ
た
筈
だ
」

と
い
う
気
持
で
あ
ろ
う
が
、
疑
問
あ
る
い
は
詠
嘆
の
含
み
も
あ

り
そ
う
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
例
で
あ
ろ
う
。

2
　
「
や
」
・
「
か
」
の
説
明
例

　
①
都
鳥
、
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
瑚
、
な
し
剣
と
（
伊
勢
物
語
）

　
　
（
都
鳥
ヨ
、
都
ニ
イ
ル
ア
ノ
人
ハ
無
事
デ
イ
ル
ノ
カ
、
イ
ナ

　
　
イ
ノ
刈
、
教
エ
テ
ホ
シ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
疑
問
）

　
②
君
剣
来
し
我
瑚
行
き
け
む
思
ほ
え
ず
　
夢
洲
現
耐

　
　
寝
て
羽
覚
め
て
洲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
物
語
）

　
（
オ
逢
イ
シ
タ
ノ
ハ
、
ア
ナ
タ
ガ
来
タ
ノ
カ
、
私
が
行
ッ
タ

　
　
ノ
カ
思
イ
ダ
セ
ナ
イ
。
ア
レ
ハ
夢
ナ
ノ
カ
、
現
ナ
ノ
カ
、
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寝
テ
イ
タ
ノ
カ
、
覚
メ
テ
イ
タ
ノ
カ
）
　
　
　
　
（
疑
問
）

③
近
き
火
な
ど
に
逃
ぐ
る
人
は
、
「
し
ば
し
」
と
剣
言
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
近
火
ナ
ド
デ
逃
ゲ
出
ス
人
ガ
、
「
火
ヨ
、
シ
バ
ラ
ク
待
ッ

　
テ
ク
レ
」
ト
言
ウ
コ
ト
ガ
ア
ロ
ウ
カ
）
　
　
　
　
（
反
語
）

④
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
羽
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
序
）

（
オ
ヨ
ソ
生
キ
テ
イ
ル
者
ナ
ラ
、
誰
か
歌
ヲ
詠
マ
ナ
イ
コ
ト
ガ

　
ア
ッ
タ
ロ
ゥ
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
語
）

⑤
日
ご
ろ
は
何
と
も
覚
え
ぬ
鎧
が
、
今
日
は
重
う
な
っ
た
る

　
ぞ
剣
。
　
　
　
　
　
　
（
平
家
物
語
。
木
曽
義
仲
の
最
期
）

（
イ
ツ
モ
ハ
何
ト
モ
思
ワ
レ
ナ
イ
鎧
ガ
、
今
日
ハ
重
ク
ナ
ッ

　
テ
イ
ル
気
ガ
ス
ル
訓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詠
嘆
）

⑥
八
十
島
（
ヤ
ソ
シ
マ
）
過
ぎ
て
別
れ
羽
行
か
む
（
万
葉
集
）

（
島
々
ヲ
過
ギ
テ
都
ト
別
レ
テ
行
ク
コ
ト
引
）
　
（
詠
嘆
）

⑦
（
豪
邸
を
建
て
て
も
）
さ
て
も
闇
長
ら
へ
住
む
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
豪
邸
同
様
二
人
ハ
、
生
キ
長
ラ
エ
テ
住
ミ
続
ケ
ル
コ
ト
ガ

　
出
来
ヨ
ウ
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
語
）

⑧
命
は
人
を
待
つ
も
の
闇
。
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
死
期
ハ
人
ノ
都
合
ナ
ン
カ
待
ッ
テ
ク
レ
ヨ
ウ
カ
）
　
（
反
語
）

六
、
同
根
の
動
詞
・
形
容
詞
の
例
（
な
が
む
、
な
が
し
）

「
な
が
む
（
眺
む
・
詠
む
）
」
を
「
長
し
」
と
同
根
の
動
詞

と
仮
定
し
て
扱
う
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
な
が
む
」
は
形
容
詞
「
長
し
」
の
動
詞
化
し
た
「
長
む
」

と
仮
定
し
て
「
長
く
す
る
」
を
原
義
と
見
る
が
、
具
体
的

に
は
「
長
々
と
息
を
吐
く
」
意
味
に
用
い
る
と
見
る
。

　
そ
れ
に
は
二
つ
の
場
合
が
あ
っ
て
、

ア
、
詩
歌
を
吟
詠
す
る
場
合
。

　
詩
歌
会
、
口
頭
に
よ
る
和
歌
の
贈
答
、
平
曲
や
歌
謡
、

あ
る
い
は
詩
吟
等
々
、
謡
い
物
は
皆
長
々
と
声
を
引
い
て

歌
う
の
が
常
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
辞
書
に
掲
げ
る

「
詠
む
」
と
表
記
さ
れ
る
「
な
が
む
（
吟
詠
す
る
）
」
も
、

原
義
的
に
は
「
長
く
息
を
吐
く
」
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推

測
す
る
。

イ
、
た
め
息
を
つ
く
場
合
。

　
「
長
々
と
息
を
吐
く
」
も
う
一
つ
は
「
た
め
息
」
で
あ
ろ

う
。
多
く
は
恋
の
た
め
息
で
あ
る
。
そ
の
時
の
「
な
が
む
」

は
意
味
の
幅
が
広
く
、
「
た
め
息
を
つ
く
↓
物
思
い
に
沈
ん

で
い
る
↓
ぼ
ん
や
り
と
外
を
眺
め
や
っ
て
い
る
」
な
ど
一

連
の
状
態
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
解
釈
す
る
時
は

そ
の
ど
こ
か
に
重
点
を
置
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

1
　
「
な
が
む
」
の
原
義

　
「
眺
む
」
は
、
和
歌
の
頻
出
用
語
で
あ
り
、
「
長
雨
」
な
い
し
「
長

目
・
長
眼
」
が
語
源
で
あ
る
と
一
般
に
説
か
れ
て
い
る
。

和
歌
で
「
な
が
む
」
と
よ
む
時
は
雨
の
情
景
が
多
い
か
ら
、
語
源

は
「
長
雨
」
で
あ
る
と
考
え
や
す
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
当

時
は
雨
具
が
不
完
全
で
、
車
に
は
雨
皮
を
覆
う
面
倒
さ
が
あ
り
、
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徒
歩
だ
と
無
粋
な
蓑
笠
姿
と
な
る
か
ら
、
雨
の
日
の
外
出
は
避

け
が
ち
で
、
逢
う
事
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

『
伊
勢
物
語
』
（
百
七
段
）
に
も
、
雨
が
降
る
の
で
行
け
な
い
と

い
っ
た
ん
は
言
い
送
っ
た
男
が
、
女
の
「
数
々
に
思
ひ
思
は
ず
問

ひ
が
た
み
身
を
し
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る
」
と
い
う
歌
を
見

て
、
「
蓑
も
笠
も
と
り
あ
へ
で
、
し
と
ど
に
濡
れ
て
惑
ひ
来
に
け

り
」
と
述
べ
、
雨
が
逢
瀬
を
妨
げ
た
事
情
を
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
「
長
雨
」
を
約
め
た
「
な
が
め
」
と
い
う
別
の
語
も

あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
眺
め
」
と
掛
詞
に
用
い
る
例
が
あ
る
。

　
「
つ
れ
づ
れ
の
な
が
め
に
ま
さ
る
涙
川
：
」
　
（
伊
勢
物
語
）

な
ど
多
い
。
も
し
「
眺
め
」
の
語
源
も
「
長
雨
」
な
ら
ば
、
こ
う

し
た
同
語
源
の
掛
詞
は
成
立
し
な
い
と
思
う
。

　
だ
か
ら
「
長
雨
」
は
「
な
が
む
」
状
態
を
招
き
や
す
い
機
縁
で

は
あ
っ
て
も
、
「
な
が
む
」
の
持
つ
「
物
思
い
に
沈
ん
で
ぼ
ん
や

り
と
見
や
る
」
と
い
う
の
は
「
た
め
息
」
を
原
義
と
す
る
意
味
と

思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
語
に
「
嘆
き
」
も
あ
る
。

「
長
息
」
の
約
ま
っ
た
「
嘆
き
」
は
「
た
め
息
・
嘆
息
」
な
ど
、

「
眺
め
」
と
基
本
的
に
同
義
の
よ
う
で
、
古
く
は
「
た
め
息
」
を

「
長
息
」
と
呼
ん
だ
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「
た
め
息
」

を
「
な
が
む
」
の
原
義
と
見
る
こ
と
で
、
前
記
の
よ
う
に
解
釈
に

か
な
り
の
幅
を
持
た
せ
て
対
応
で
き
よ
う
。

2
　
同
根
の
動
詞
・
形
容
詞
は
他
に
も
多
い
。

　
「
長
し
・
長
む
」
の
よ
う
な
同
根
の
用
言
に
は
「
行
く
・
ゆ
か

し
」
、
「
た
く
・
高
し
」
、
「
ふ
く
・
深
し
」
、
「
包
む
．
つ
つ
ま
し
」

な
ど
多
く
あ
り
、
並
べ
る
と
指
導
し
や
す
い
。

3
　
「
な
が
む
」
の
説
明
例

　
①
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
　
い
た
づ
ら
に
わ
が
身

　
　
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
　
　
　
小
野
小
町
（
古
今
集
）

　
　
「
な
が
め
」
は
「
長
雨
」
と
「
眺
め
」
の
掛
詞
。

　
（
花
ノ
色
ナ
ラ
ヌ
私
ノ
容
色
ハ
早
ク
モ
ア
セ
テ
シ
マ
ッ
タ
コ

　
　
ト
ダ
ナ
ア
。
空
シ
イ
コ
ト
ニ
、
降
り
ツ
ヅ
ク
倒
雨
ノ
ヨ
ウ
ニ
、

　
　
我
が
身
ノ
尽
キ
ナ
イ
劉
二
明
ケ
暮
レ
テ
イ
タ
ウ
チ
ニ
）

　
②
思
ひ
あ
ま
り
そ
な
た
の
空
を
調
ば
　
霞
を
分
け
て

　
　
春
雨
ぞ
降
る
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
俊
成
（
新
古
今
集
）

　
（
恋
シ
イ
思
イ
ニ
耐
エ
カ
ネ
テ
、
ソ
ノ
人
ノ
住
ム
カ
ナ
タ
ヲ

　
　
訓
川
ト
、
ア
タ
リ
ノ
霞
ヲ
分
ケ
テ
春
雨

　
　
ガ
降
ル
コ
ト
ヨ
）

　
③
花
は
散
り
そ
の
色
と
な
く
謝
ば
　
む
な
し
き
空
に

　
　
春
雨
ぞ
降
る
　
　
　
　
　
　
式
子
内
親
王
（
新
古
今
集
）

　
　
前
の
と
よ
く
似
た
歌
で
あ
る
が
、
「
春
歌
」
の
部
に
あ
る
。

　
　
し
か
し
「
な
が
む
れ
ば
」
と
あ
る
こ
と
で
、
忍
ぶ
恋
と
も
言

　
　
え
そ
う
な
情
調
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
花
ハ
モ
ウ
散
ッ
テ
イ
ル
ガ
、
他
二
何
ノ
ア
テ
モ
ナ
イ
マ
マ

　
　
訓
川
ト
、
ホ
ン
ト
ニ
何
モ
ナ
イ
空

　
　
カ
ラ
春
雨
ダ
ケ
が
降
ッ
テ
イ
ル
）

　
④
面
影
を
心
に
こ
め
て
謝
ば
　
忍
び
が
た
く
も

　
　
澄
め
る
月
か
な
　
　
　
建
礼
門
院
右
京
大
夫
（
同
　
集
）

　
　
（
ア
ノ
人
ノ
面
影
ヲ
心
二
抱
イ
テ
～
ト
、

　
　
コ
ラ
エ
キ
レ
ナ
ク
ナ
ル
ホ
ド
澄
ン
デ
イ
ル
月
ダ
ナ
ア
）

　
　
こ
の
作
者
は
、
平
資
盛
と
契
り
は
し
た
も
の
の
、
や
が
て
資
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盛
は
本
妻
を
迎
え
、
更
に
は
都
落
ち
し
て
西
海
に
沈
む
と

　
い
う
悲
恋
の
中
で
歌
を
詠
み
続
け
た
だ
け
に
「
な
が
め
暮

　
ら
す
」
歌
が
非
常
に
多
い
。
し
か
し
「
雨
」
の
た
め
に
来
ら

　
れ
な
い
人
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
し
ょ
せ
ん
は
手
の
届
か

　
な
い
雲
の
上
人
を
慕
う
恋
で
あ
る
た
め
か
、
常
に
「
な
が

　
め
」
る
の
は
「
月
や
星
空
」
で
あ
っ
て
、
雨
で
は
な
い
。

⑤
つ
く
づ
く
と
な
が
め
過
ぐ
し
て
星
あ
ひ
の
空
を
か
は
ら
ず

　
ま
た
な
が
め
つ
る
　
　
　

同
前

（
シ
ミ
ジ
ミ
ト
長
ク
七
夕
ノ
星
空
ヲ
関
過
ゴ
シ
タ
ノ
ニ
、

　
マ
タ
イ
ツ
マ
デ
モ
　
テ
イ
タ
コ
ト
ヨ
）

七
、
対
義
語
の
用
言
の
例
（
こ
ま
か
な
り
、
お
ろ
か
な
り
）

　
「
こ
ま
か
・
こ
ま
や
か
」
と
「
お
ろ
か
・
お
ろ
そ
か
」

は
、
共
に
多
様
な
意
味
を
持
つ
が
、
次
の
よ
う
に
総
括
で

き
る
対
義
語
と
見
て
お
く
と
理
解
し
や
す
い
。

☆
「
こ
ま
か
な
り
・
こ
ま
や
か
な
り
」
は
同
じ
意
味
の
語

　
で
、
原
義
的
に
は
「
物
の
密
度
が
劃
」
を

　
言
う
。

　
そ
れ
が
文
脈
次
第
で
「
微
細
だ
・
繊
細
だ
・
親
密
だ
・

　
き
め
こ
ま
や
か
だ
・
念
入
り
だ
・
行
き
届
い
て
い
る
・

　
ね
ん
ご
ろ
だ
・
色
が
濃
い
」
な
ど
の
状
態
を
意
味
す
る
。

☆
「
お
ろ
か
な
り
・
お
ろ
そ
か
な
り
」
も
同
じ
意
味
の
語
で
、

　
原
義
的
に
は
「
物
の
密
度
が
劃
」
を
言
う
。

　
そ
れ
が
文
脈
次
第
で
「
粗
末
だ
・
粗
略
だ
・
な
お
ざ
り

　
だ
・
い
い
か
げ
ん
だ
・
ば
ら
ば
ら
だ
・
認
識
不
足
だ
・

愚
か
だ
・
親
し
く
な
い
」
な
ど
の
状
態
を
意
味
す
る
。

1
　
「
こ
ま
か
・
こ
ま
や
か
」
の
説
明
例

　
①
劃
と
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
）

　
（
　
切
二
・
、
バ
・
、
バ
訪
問
ナ
サ
ル
）

　
②
異
腹
に
て
こ
ま
　
カ
に
な
ど
し
も
あ
ら
ぬ
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜻
蛉
日
記
）

　
（
腹
違
イ
ノ
兄
弟
デ
ア
ッ
テ
、
親
潮
列
モ
シ
テ
イ
ナ
イ
人
）

　
③
墨
染
の
色
到
て
：
。
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
）

　
（
墨
染
ノ
衣
ノ
色
ハ
濃
ク
テ
：
）

　
④
い
と
を
か
し
き
様
の
み
ま
さ
れ
ば
、
劃
笑
ひ
て
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
）

　
（
マ
コ
ト
ニ
風
情
ア
ル
振
舞
ガ
ヨ
ク
見
ラ
レ
ル
ノ
デ
、

　
　
ニ
ッ
コ
リ
ト
笑
イ
ナ
ガ
ラ
御
覧
ニ
ナ
ッ
テ
：
）

　
⑤
顔
の
う
ち
赤
み
給
へ
る
な
ど
、
訓
を
か
し
う
こ
そ

　
　
侍
り
し
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紫
式
部
日
記
）

　
（
顔
ガ
ホ
ン
ノ
リ
赤
ラ
ン
デ
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
所
ナ
ド
、

　
　
キ
メ
細
ヤ
カ
デ
ォ
美
シ
イ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
）

⑥
御
返
り
事
も
副
い
と
あ
は
れ
に
書
き
て
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
夜
日
記
）

　
（
ゴ
返
事
モ
5
心
ヲ
コ
メ
テ
書
イ
テ
：
）

2
　
「
お
ろ
か
・
お
ろ
そ
か
」
の
説
明
例

①
わ
づ
か
に
二
つ
の
矢
、
師
の
前
に
て
ひ
と
つ
を
劃

　
　
せ
む
と
思
は
む
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

　
　
（
タ
ッ
タ
二
本
ノ
矢
ナ
ノ
ニ
、
師
匠
ノ
目
ノ
前
デ
ソ
ノ
一
本
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ヲ
劃
団
刀
射
ヨ
ウ
ト
思
オ
ウ
カ
。

②
言
ふ
も
劉
口
め
で
た
し
。
　
　
　
　
（
栄
花
物
語
）

（
言
葉
デ
ド
ウ
言
ッ
テ
ミ
テ
モ
不
　
分
　
ホ
ド
ニ
ス
バ
ラ
シ

　
イ
U
言
葉
デ
ハ
言
エ
　
イ
ホ
ド
ス
バ
ラ
シ
イ
）

③
公
の
奉
り
物
は
お
ろ
そ
カ
な
る
を
も
て
よ
し
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
）

（
天
子
ノ
オ
召
物
ハ
綱
凋
刀
物
ヲ
モ
ッ
テ
ヨ
シ
ト
ス
ル
ノ
ダ
）

④
前
生
の
運
お
ろ
そ
カ
に
し
て
、
身
に
過
ぎ
た
る
利
生
に
預

　
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

（
前
世
ノ
運
が
刻
ノ
デ
、
仏
カ
ラ
身
ニ
ア
マ
ル

　
御
利
益
ヲ
頂
ク
コ
ト
モ
ナ
イ
）

　
　
　
お
わ
り
に

　
古
文
入
門
期
に
特
に
注
意
深
く
扱
う
語
を
、
約
三
百
語
と
考

え
て
い
る
。
諸
賢
の
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
対
義

語
・
類
義
語
・
接
続
形
式
な
ど
何
ら
か
の
意
味
で
関
連
を
持
っ
て

い
そ
う
な
数
語
を
ま
と
め
、
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
差
異
を
原

義
に
求
め
た
り
、
接
続
の
音
韻
に
留
意
し
た
り
し
て
、
古
語
の
面

白
さ
に
気
づ
か
せ
た
い
目
標
が
あ
っ
た
。

　
入
門
期
に
は
出
来
る
だ
け
単
純
明
快
な
形
で
文
法
を
理
解
さ

せ
た
い
し
、
意
味
も
、
細
分
化
よ
り
も
基
本
的
原
義
に
留
意
し
て

理
解
さ
せ
た
い
と
考
え
、
少
数
の
語
で
は
あ
る
が
納
得
で
き
る

理
解
を
目
指
し
た
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
言
葉
自
体
へ
の
興
味

に
つ
な
が
れ
ば
本
望
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
島
根
県
立
松
江
南
高
等
学
校
校
長
）
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